
2 7 怀道械雄工の地理区分に瞬する,沂究

1.技よ担当普

作菜第二研究室:擒用光正

2或恣目的

阪核彪エを前提とした林道設計批よび的工においく,切な土工の地寶区分も«※兴のノ、カ件 
をもとにした,主として工一近矽からの岩石分京表は,抽象的な表現で定性的に区分されており, 
地方,地貧•判定老の個人差により見方が異なり,時に,るれが粉争の因となっているので十分 
でなく •ここに,近代:科学に基いた合理的,かつ,具体的な削定方法により,畫诡作デを考口し 
た定性的で定里的な岩質の径安と作装の進易によるお石分爛•を士本の"洲施瓯にnいて行ない, 
更;で,これを孟・もが商単に,間说いなく,一致した見方のHi・セる客洩往のあるものとするよう努 
める。

3.昭河41年度の試,注射画

林渔没!10よび施工の対領となる沿質の程産を犯据する目的で.洲燃波式地價将衣法(砌式 
とともに土ホ目的に適している)を铁用し,携帶用州生波山定器を使用して,妹道痢エ後,風化 
’歩比物勺進んでいない典區的な切取d面の小規岸で茹分的な照定を行な5 .

また’對定拈果をとりまとめる一方,阕係法通とそのけ近における土,宕石沽譜別写真を撮影 
し・他に典料があればそれも轮理して槌合解折の多労とする。

&昭和41年度の試:女経通と;•若桌
⑴试唉経退

3カ年肝両の初年変に当る昭和41年疚は•汶験計画のと.;,、り•岩質の程度による分侦を行:、 
なうため,腳电隽ナ呉:W出の小路:腳)K摄第］回(野::％ :下佐谷: 
北の戻:m鮮;福田;小専川;兵衝谷;權谷;七宗J栃伺;澄川),本諏技第2回

(¥： ［丨a2 i出の小络;黒并沢 を名古后倉林局街内に林道2 5カ所(肢玖,愛知蘇下)で 
突施した〇
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この退均凋松•1力負rり•・頂:"J7、ご•4•継跡惟器サイズモカウンタ(測賤舍?娜性 
典也度時間針)を用い,ノン-、•一ー••イクnスイッチ対受佰詩),P?法(受信計対受 
苔詩)によっなが•足從は•尺苗分•ハンマー ・ ー笛八ンマー値盛定のためヒルティ為打版DX 

-5 0 0 M(宅包とネジカ・を合辻)を刊用した
詞麦刼沂の選定に当っては.出来るかぎり全古昭林司邸建部踝殺自で行なっているシ 
qットハハ・一・.•主体とし咼貰区汎％個所により,測定結果の地代的解釈;牌泌もた 
せるよう努力した。

なお.こ皿碱には・符に,职土木课艮,土叫想洲住・芥,,
高段技宜,中冬决言のこ・區力を承った。

⑵保結果
① 奶块泅邪郡出の小路(付知営林’岩菖内)出の小路Wai(石英决岩)

出の小路松.2の电和4 〇年度祈は部分にあり,总盤の简理は住秋に5 0CE陶:琨度の角技我 
いはそれ以上の思塊となり,破砕形は塊状である。また,娜かい不規則な割目か苦しく進逹 
して岩實必ずしも馬ー•質でなく •坂化に弱い艮石部分が褐色に粘七::している。
石英溯は,細粒の石英!拓が粒状組皴をなした完顺(建犬样服)で所鮮な岩肌の弾 

性波速度は2. 4〜3.5 3/帆とみられ•供試f・による室内礎矣て•はいS'&い内外の値 
を示している。

し;いし•今回の野•外試’聲祜果によれば•削定対您とした匚リ取法表灯の.;冬宣は,岩盤を劣化 
さほている節E!に沿った風化悴のためか法画内部携底ん 6 fa/ £>(cに比して極めて低く,法 
に!fiiし!黄方向I5 p範残で0. I 8 ～ 0. 5 〇新/曲C・馈方向7吋祗囲で0. 4 7〜0. 7 7 

細/Sxの値をえた。
② 般阜県恵那郡出の小路(付知営林岩菅内>出の小削a 2 (行英斑岩)

昭和4 〇命渡新技部分Kあり.岩掛の節理は①と冋阶港る。しかし・①のようふ此、い 
•的目びはいっていない.觇定法而の内部速度は2. 6 8Kx/Sac 〇代面注底は,坡方向2 〇堺 
徳囲で0. 3 6〜0. 4 3 Km/%c ,采方向6抓議网ーごL 2 5〜1.2 9私/海であった〇

⑤ 岐早哭典邢郡出の小お(对如代林野刮5)出の小％版5 (石英斑岩)
昭和"年虫楠設郃分にあり,岩倒>節回は①と冋棵で.別目の.程愛は①と©)おおむね 

中間である,:则定法而の内部速度IX 2.0Km/Sec 〇去而速度は橫方向15境範囲で0. 5 7〜 
0.6 4 Km/ Sec •就方向,、皿散貝で0. 6 5〜0. 9 5知/Socであった。

④ 岐専県恵冽山(中漆川営林胃管内)患井沢 .(花崗岩)
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行英・父E ・盂益,つ切啲戰よりなる基岩が・化をうけ,長石は康土化して側响a•与白 
イするふ•生un’.K：•;して,不規剤な域水をなす多くの比較的;(爲いぎ分の問:こ玄砂土,• 
が入りこんて・いる 免!！,』巨も大目であるr

花饌岩組奴の所:… ヽ、:う.0～ 4.0尅/緋とニられ崇・,:に丄5切“.
妥では5. 5〜6.5た/弱ぐの精を示している。しかし・対象法面の蜒はWれよりはるかに 
低く,法面の内部速度は,5 5K=/Sy 我画沌腹は法方向4 〇・紀囲で〇. 4 S ～ Q. 5 5 

Km/Sec ,樂方向5亦困鶴で。•5 9 — 0.6 5Kn/&・であった‘
(5)笠皐録吉囑S長念(神同旨林碧管内)下佐谷治ユi (花倒閃・巾始)

笆理・刻目があり,風化して石英は变らぬがカ:)R右は•微粒法質に変っている。
花歯閏’味老は花嵐岩と既憶岩Q中間成分で,その折娣な岩叽の弾性波速度は5. 5〜4. 5

&n/Secとみられ,供試依による室内就験では6.0尅/:い史での侑を示している しがし 
対织法面の速度は.それよりはるかに低く・法面の表而说庄は事方向1〇刀蕊囹で•0. 4 5 

〜0. 71Ka/Sec ,挨方向4刀範:2で1.0〜1.:Kn/f. ■rであったー tに.蜜方向のシュミ 
ットハンマー値は4 8～6 うである、

© 段皐跟吉瀕長倉•(神岡営林寥省内)下佐錦〇2 (石英・诚沿)
①,②.⑤と咒り岩股の節理割目はあるが大目で風化は,あまり進んでいない。祈!非な岩 

眺の弾性波速度は2.4- 5. SKa/Sseとみられ•供試体による宝内妙［では5.0 Kn/Sec 

内外の偵を示している。対象法亜の表而速度は演万向I 0^1® で。.5 4-0.8 6Km/See 

度方向5爪範岡でろ.〇～ Ka/Secであった。法面内部速度は縦方I句の表而速度と同じ.
また•縦方向のシュミットハンマー竺は3 う〜e 5である。

⑦ 岐阜栗吉城郡金木卢(神岡営林署曾内)北の俣 (角閃石英通岩)
細かい節理や削目が多く発述し,それに沿っで風化作用が進ス,备塊全体が弱いものとな 

っている。
角関石英駐岩・の:苗鮮な岩院の弾性波連度は3.!〜5.2Kq/&,cとみられ,供な体による宝 

内試験で;ま6.5細/Seeまて•の勺を示している。対织法面の表面速底は横方向7加範囲で 
°- 9 8〜:.5 Kra/ Sec .凄方向4 ”範囲で。•6 9〜3.16 KirンSecであった〇法而内部速鹰 
は5.16Km/Sお程度と思われる。容:,絵体として示す往質は,區化作用の進行度,節理等 
のような分讎而の存在により大きな彩聲を受けるので.岩雎の土木地質的な待做を知るには 
基礎岩石の示すを散のヰでは十分でない。この倍硃で,搆成する•岩塊の映さを対象にシュミ 
ット’、ンマーを也用することは或る枷定有効であり,縦方向におけるその｛illit 5 4〜5 8で

ある。
⑧ 技W么古钗茄立平(冲同営林T:管内)臓め!(石英安山岩>

心・化しx色つ初のと炊s火山碎带gとが互詮している,石英安山岩は若英を比技的多 
く含•L.でいAよ山岩で,巳英閃は・-;のは出生:である。その哉鮮な必脱の弾性炒画丈2 〇 ～ 
5.0尅/馬cとたられ.除黄体による室内弑吟では•4.2～5.1K=/*cの0‘を示している。 
対S!法而の表面速,度は満方向7 m範囲で3.8阮くS'：,そリ向3 k至「ヨで1.4 0—2.5 5 

膈/ 0Kであった:法而内あ速度は表:市泓方向速皮とほとんど同じぐらいと恩われる。挨方 
陶のシュミットハンマー’；气;:！ 5 2〜6 0であるC
@岐爪県吉:况如立'F (神岡・當林罟评内)以釦M <石英安山若)

岩辭全面:!;収韻に•!Zって生じた節理の秽鱼が专七く ・規則正しいlEiX •柱状となっている。 
対象法商の表面速度は収方向5e範囲で1.6 2 ～ 4. 5 3尅/ Socであった.橫方向のシュミ 
ットハンマー 5:は4 p〜5 yである,,

⑩ 炫却・序・占拉郡浦田(神岡営林碧管内)沛田右供(石英可岩)
我齢つ畝・!比柱状に5 DC邮程既の如樂或は大きな岩・'iで.嵐化に弱い長石部分は褐色に 

怙土化している。沂汚な岩肌の弭性鮑•堰は2.4 ～ 3. 3血/血cとみられ•供べ体による以 
内試験では5. 〇 Km/Sな内外の值を示している、、対象法面の表面速度は掛方向5 as鞄囲で, 
2.5畑/ i'cc ,縦ガ向3 n航囲で1.8 2〜2.1〇加/ "で:らった・法而内部速度は表面横 
方向速度と雑とんど同じくらいと・ふわれる。率方向のシュミットハンで一就は41～ 5 3で 
ある。

曲 岐耳舟:吉城郡浦旧(神岡営林孚簡内)捕田左俣血, < 徳紋岩賞蒲阪岩)
流紋岩によく似た初密堅硬の凝吹岩で・節理や列目に沿'• 一部濕化が進み,け近に岩塊.建 

び散在する0法而嬢斜は緩である〇折鮮な岩肌の判性波是延は2.〇〜イ.5血/知とみられ 
供試体による室内試験では,3.5-6.0际/腿〇危セ示している。対僉法海の表面速度は 
橫方向5滞範!国で2M 7 Kn/血〇,席方向3部充四で1.15〜％ 5Xa/Socであった。法面 
内部速度は•表面质方向速鹰とほとんど变らぬ。獲方向のシュミ・ントハンマー您は,6 〇〜 
6うである。

⑫技鼎県吉駆蹄田(冲山営捋皆皆内)蒲田左舞小 <.秋朗"岩)
対条の岩は大転石就をなし•かたく的密で規知!Eしい節理がみられる。法面の表而速度は 

横方I句6 m.砌』で2. 3 ～ 2 5牌/血:：,康方向3再範沔で2 3 Ka/ 脆であった。法源内部 
速度は表而速咬と旋ぽ同じである。
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@ 技•単票益田视、黒川(小坂営抹明汗内)小・:めぬI (石英“冶)
住我節理は3 角程度の角糅或いはそれ以上の岩塊となってい乙海理供哭の应からえ

化节進み,法面上部に;％石英応岩中の長匸 ・"こした「
った。折施な岩畑の臀性艇度は2 4〜ろ.3畑/$,史と・られ・洪誌休による室内危二てエ 
BOKa/Soc内外のロを示している.法用の宾巫迎!変は偈方向5並期で1.*?血/::.. 
方向5 m •伍囲で1.0〜1.14 Ka/ Sgごあった、また,唆方向のシュミットハンマー狀は, 
3 7—5 5てーある。

⑭ 芨早県雄!郡小闿I! ( 45堂次署涔勺)小・№№2 (石英交岩)
住状,扳状の符摩がある～全体的归•より風化か進み.石英垃呂中の釜占の粘土化が目立 

つ。政碎形・活は垸状である:法苞ハ爲节速度は微方向7砒5囲で0.7 6h/ Sg,安方向 
5沈徳囲でt 5 3 Km/脆であった。％方砧のシュミットハンマー値は,49 — 62である( 

⑮ 刎嗥遂田湖皿川(小坂営林空冷)い叫は。(荒故岩)
不現削な割目が甘立う,節理に沿った風化はあまり進んでい・ない,流は岩は斑状縄轮で石 

基が大治分・ガラス:も:だ状搆造の石英祝面岩で,甬傅な岩朋.の弾性波・茂技は2 5〜4. 7血/ん. 
とみられ,供K体による宅内※験で;T. 4. 9 2〜5. 4 5血/ Sacのはを示している。法海の 
面速度は縦横而方向共全範图にわたり慌わ2.1-I Kra/ Sooて•あった、羨方向のシュミットハ 
ンマー値は6 4〜71であろっ

⑯彼京衆由脚剛谷(小坂・ほ;5 )宠铃出1(•,住)

外見,柱状,极よの節理や洌位が多く ,それらK沿って俱化作用がすすみ,長石成分か闹 
土化し,洗分に汚染された亦瞅i玷土がある。性もろられる。注面の・浅而速度は.崩方向&毎 
範囲で!). 3 6～2.°屈/SW,べ方向3用施囲で1.7 ： ～ 2.6 7烏/-沁であった。聞方向 
のシュミットハンマー強はる匕〜£ 7である〇

⑰技阜炊也!!郡步・衛谷(小坂営林署管内)兵带密皿2 (些厌岩)
搜査の対宜とした岩盤は,天然の気岩そのもの(向i‘。て右)と,風化を受けていない 切 

現・・,左)に折半される〇したかって恨方向の表あ.::城は6 m範席てr. 71Km/S-?c (右> 
と3.7 5血/的c (左)であった.左何の耗方向はう神範囲で3. 5 4〜う.8 0臨/Sg ・ンユ 
ミットハンマー成は5 3〜6 〇である。而整な岩啊の靜性波速皮は2.〇〜イ.5闻/&,と・も 
られ•供試作による宇内試陰では3. 5-6.0膈/socの値を示している。
.i':发视益「「即兵衛谷(加&営林％管内)•氏術谷址! 5 (安山岩)

匂隼法帝の尼心多くの規則正しい板泱,柏扶節理がみられ,砌•浪質な!审:縮であん,
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しかし•W近の状况より"件』こは下自;ニ軟資な火山砕屑岩類の存在があるように思われる。 
折样な岩肌の:祁牲波應度は2 〇〜ん£も1/g迫とみられ.供泯休による室内ズ険では•4. 〇 
～ 5. I血/ Se・:の!Aを駅している。&而迎座は櫛方向】〇再範西で5. 0 Kn/的、•芯丸的 
5u瑾邻で1.2 5〜2. 5 OK=j/&、cであった。性方向のシ二ミットハンマー顷は5 6〜6 5 

である。
⑲ 綾却・県碧田掷追分(1必甘林:?!昔内)氏術・泓a5 (安山岩)

力!の落舍付近に,切り残された岩塊で理.化作用を受けやすい位險:あり碎状に宜質して軟 
岩となっている部分がみられる。我面速度は幟方向1〇如蕊四1.0瞞/Sec •禄方向うK密 
叫で2.0 5-2.2 〇膈/がcであった’廉方向つシ二ミットハンマー!‘直は6!〜6 7である’ 
ハンマーのマイクロスイッチ故做,取秒える

颂 敍」i源益田那柢谷(小坂宜林碧肯内)樞谷(ご英・讶苛)
制カ・い節導•割目はあるが風化はあまう進んでいないe»对沒U的の表面速度は横方向6刀 

純囲で3. 〇 Km/S* .找方向5而範聞で1.8 8 — 4. 2 5 kni/soc A ■,も綬方向:り 
・ンユミワトハンマー値:十6 2〜6 3である。

魁)岐阜県加茂郡スケガ谷(下呂営林器管内)七宗ユI (チャート)
この吹色のチャートは,理欲が海中沈めしたもので,破禪形状は仙張った形をなし角岩と 

呼んでいるが1非常に細密で應く瓜化しにくい:»しかし,臆い欠点がある.•対蔑法面に向っ 
て左塩に.局部的ではあるが,融"S く・塔曲作用により細かい多致の亀裂を生じている視 
色の嵐化部分があり•破碎躁をともなっている。術鮮な岩肌の邻性波連旺は2.〇〜4.0 

膈/Secとみられ,供状体による室内試養ではん9〜6. 5 KaZSecの値を示している。法面 
の表而速度は.携方向7 E葩囲で4. 7 5 Ka/Soc ,燧方向3 &萄捋で2 2 5〜4. 〇 Ka/ Seo 

であった。牆方向のシュミットハンマー依は5 6〜6Iである。
• 岐早県加茂郡七宗(下呂営林彩濟内 > 七宗际2 (砂岩.)

大占な節理・關口状危呀のある阪無色砂岩で中に石英の斷片が多い。撕鮮な岩肌の弾性波 
速度は比較的軟質の第三紀腐を含めて1.5~5.6lvnZSoC,供試体による室内試焕で！t 4.0 

〜£.5血/知cの値を示している。法面の表而速度は惱方向5な範囲で3. 7 5畑/Sec •梭 
カ句3た施明で3. 8 3 Km/ であった。滅方向のシュミットハンマー奇は6 4〜& 7であ 
る。 I

倒 岐卑块加茂郡七宗(下呂盘林名•管内)七斌〇 3 (枯坂岩)
㉒とほ巡I可一男质で砂岩と活板岩は互にかみ会・っている。吠黒色で一部・風化して板故ぎ 
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石なの小片となり爲茗,纹を形世は国平であろr贴扱焰は頁岩(沱仅矿;)の熨に叫・;し、:. 
•・厂・"F絶3池:ii波迎综”・5～5. 〇畑ノ»とふられ,は,恐・しょ;…’ 
3.5～5.5日/宀、疽ンルこていろ:欢面のお:：;:・如, 
と思われるが岡定偵:ニハラソキかあり,行・.と出来なかった。

容 愛硼北設:頌啓栃危(所坡<林"言内)阳畑i

荒岗岩岩駐の扬倍熱茲Xをうけた亥成变の:夸いげ賞ホルンフェルスで井とんど贝化をづ・け 
ていない澈密な面には貝殺双浙ロがみられら,矛点な剳［の弾性没速族け3. 5〜,;.5血/ •,c 

’英長:体による宝内お験マは丸〇〜ろ・〇細/【小つ値を示していろ.••j敏法:击の天;克速度は>；. 
方向9部慝囲で3. 5 SKa/S-.c.关方向4刀裕英で3.0fc/Socてーちった は方向のシュミ 
7トハンマT虹6 5〜7 2であろ。

@ 愛知块北證峯郡澄川(所城甘林賢汙内)歴［：(花濫岩)
頁岩買の岩部と接しており.法(5全体,一味に曼化我照が進んでい如右英・以石.•具ほ 

の粒状紐ンで,そのうち長石は闭土化して紡品内の結合がゆるふ・’:母奔帖土技的は四水阳 
張して紹孩力めるみ貞罗土や钦弱带を生じているI«新鮮な:渤Iの弹件顔!度は洞〜4.0 

由/如:とみられ,供依阳による室内M农では,5. 5 ～ 6.5知/济いの位を示している。衣 
而蕊安はヴ方向との兗囲で1.4 く ～ 2.0 Km/ .缕方向4时您囲で2. C!〜3. 6 7瞞/化c 

であったc濱方向のシュミットハンマは4 8である。
予備耘
⑴ 浏;噢息那郡出の小珞(付如なめ;署皆内)出の小路(ろ英渉’咎)

柱ガ溯理;土 5 0C•时:「程の伯磔或はそれ以上の岩塊に板次節理は砂利程変の大普さになって 
'■、る。また,不規則な割目も著しいが.風化は進んでいないー,听鮮な削［の弾性波速度は 
2. 4 ～ 3. 3 Kn/$gとみられ•供試休による室内試険では5. 〇為/ Sec内外の値を示してい 
る。表面速度ほ•璜方向3 0 m范囲で〇. 5 8〜1.5 2 Kin/Sec,俟方向3帰範囲で0. 91〜 
2. 5血/荻,内部速座は3.4 8 Km/ Sueであった。

缶)咬知疎北設・笑枷岡(福城営林名管内)栃洞(ホルン:Xエルス)

な:近上争・•修湘［下・法尻沿い5が宛囲,双詰められた角院斐而の速度は0. 7 6畑/g, 
であった。

5・こんごの司•己点,

真空管よりトブンジスターは路へと•花子技紛の酒歩により,当而の不利を解決して肉発された
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•自体・これのふ•ごは土木目曲に嘴して未だ完全二:.—•でづそぐ寸:;くなく ,起養装般, 
爻:信計その他沖協郤品を含・めて,更に砌すべさ歩くの余地務ミしてい負 博带用制定器として
b . . . : \ - ■' ^ • r -

に戸度の“夢:は,；7査め“もつ爲’庄;二当たり,湫にほ地實•〇・况・ざをまぬがわえなかったこと
■- ：：• ? ■' ' •-

を婆したこと作雄点があった。
円片の分折.拼ペ段陪ヾは.含後とも.招$矶二他の浏定手三を2えて究明すべき間題をかか 

えているー
よ從の程变に!:る分がは|年の•成果のふでは十分"川的を註しえーr.今夜も处会ある近に・的 

底洲究を雌続する。
作菜の泾v・による分領も行なわねばならgので(旱・さ、に・弾!生成測定為に大!由比抵上讪陀器を 

加えて,リノバー-,ブルドーザ等林迫臨工用機撇つ作条功kw%岩石とを関連させた試魏を行 
なう。
既設林道にお&る切取力而の非破壊汚剣«よろ辭明は,伴道・災’占早期発見の一助iともなるが, 

こ〇折究魂版ば関係して’?•後実施したい匕恩っている試Fは次の匕おりである。
®ず!':生波的用缺柱・q翘用簡均搭は・位気底在用棣を•初地我m花用機做を必要に応じて由 
合わせてえた晳村により,岩着分類表をー应敬的に亢夹さ甘ることC
® 诲使な地黄况:的折溶の改良,考察に修め,例えば•休道出福時に使用可龍な漪易 郵探知富 

その他林業用用途の開志•こ歩ること。
じ 把握しがたい地臾程ん•部分的:t人工で作戒し,各祕測定料を用いて挨験の训定を行ない.そ 

の測定値と眄僕状懸を正しく対比させ,'ぐ析船度をあげろこと.


